
 

 

 

 

 「がんばろう！岩手」宣言  
 

３月11日の東日本大震災津波から１ヵ月が経ちました。 

岩手では、大 の方が犠牲となり、 方 となっている方も 多くいます。

また、多くの方が家を失うなどして、避難生活を強いられています。 

岩手は、これまで、 治、 の 大津波や、 スリン、アイオン台風、

リ 震津波、岩手 宮 震など、 も大きな自然災害に れて

きました。しかし、先人は、決してくじけず、これらの苦難を乗り越えてきま

した。今回の大災害も、岩手の豊かな自然のもと まれてきた自 と 生の

があれば、必ずや克服することができます。 

宮沢賢治は、「世界がぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあり得な

い」という言 を しました。 

たち岩手県 は、 で を かち い、 を にして、 災された方々

が「衣」「食」「住」や「学ぶ機会」「働く機会」を確保し、再び幸せな生活

を送ることができるようにしていきます。また、犠牲となられた方々のふるさ

とへの思いをしっかり受け止め、引き継いでいきます。 

どんなに く しい が いても、 かい は必ず れます。 

全国、そして世界中からいた いた いや ましを に、県 んなで

を せ、 に かって ず に り んでいくことを い、「が

んばろう！岩手」をここに宣言します。 

 

平成23 月11日 

岩手県 を して 岩手県知事          
 


